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2.3 限界効用と限界代替率

効用曲線：他の（すべての）財の数量を固定して、ある1財のみの数量を
変化させたときの、数量と効用との関係を示したもの

1章 「基礎的効用」を前提、1財のみの場合

０ ｘ

U（ｘ）

「序数的効用」を前提、2財（以上）の場合

ｘかｙのどちらか一方を固定する

例１ 効用関数U＝ｘｙ

ここでの数値例は、西村和雄（2020）『ミクロ経済学（第3版）』岩波書店（第3章：消費者と需要）の
説明をもとにしている

（例）ｙ＝４とする

ｙ＝４のとき、ｘについての効用曲線は？
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ｙ＝４
で固定

U

０ ｘ



例２

効用関数U＝
ｙ＝４のとき、ｘについての効用曲線は？

例３
効用関数U＝

ｙ＝４のとき、ｘについての効用曲線は？

※ 例１～例３の効用関数に関する無差別曲線は、
すべて直角双曲線になり、通常の無差別曲線の性質を満たす

０ ｘ

ｙ

効用関数としては異なっていても
無差別曲線は重なって同じになる

→「序数的効用」
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ｙ＝４
で固定

U

０ ｘ

ｙ＝４
で固定

U

０ ｘ

同一なので
同じ無差別曲線



限界効用（MU）：ある財の数量をもう1単位増やしたときの追加的効用

効用曲線

０ ｘ
ｙ

U（ｘ）
U（ｙ）

効用曲線の「接線の傾き」

＝効用関数をｘで微分
ｙ

例１ 効用関数U＝ｘｙ → （ｙ＝４で固定） →Ｕ＝４ｘ

限界効用ＭＵｘは？

例２ 効用関数U＝ → （ｙ＝４で固定）→ Ｕ＝

限界効用ＭＵｘは？

例３
効用関数U＝ → （ｙ＝４で固定）→ Ｕ＝16

限界効用ＭＵｘは？

ｘ
ｙ

ＭＵｘ
ＭＵｙ

Ｘで
微分

Ｘで
微分

Ｘで
微分

MＵｘ＝

MＵｘ＝

MＵｘ＝ 4



ｙ＝４で固定した場合のｘ財の限界効用（ＭＵｘ）を図にすると・・・

０ ｘ

MＵｘ

０ ｘ

MＵｘ

例１ 例２

例３
０ ｘ

MＵｘ

※ 1章の「基礎的効用」においては、
「限界効用逓減」を仮定したが、
無差別曲線による分析においては、

「限界効用逓減」が成り立たなくてもよい
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（→P8）

４

一定 逓減

逓増

32ｘ



限界代替率（MRS）：2財の交換比率
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限界効用を考えると
きは、1財ごとに！

２＝
１

0.5
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？

△ｘ＝１あたり
MＵｘ

△ｙ＝１あたり
MＵｙ

ＭＵｘ ？

ＭＵｙ ？
偏微分

他財を固定して
微分する

𝜕𝑈

𝜕𝑥

𝜕𝑈

𝜕ｙ
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（補）「限界効用逓減」と「限界代替率逓減」との関係

「限界効用逓減」ならば「限界代替率逓減」が必ず成り立つ
（ただし逆は成り立たない）

例１のケース 効用関数 U＝ｘｙ

０ ｘ

ｙ

限界代替率逓減でも、限界効用は一定

限界代替率
逓減

右下がり

単調性

無差別曲線右下がり
（単調性の仮定）



※ U＝５ｘｙのとき、限界代替率ＭＲＳは？
9

定数と
みる

（答）


